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－写真説明－
　針葉樹の並木道を歩いていた時のこと。木々の枝の緑色と、落葉の茶色との間で、見え隠れして
いる影に気づいた。足元に積もる枯葉の間には、松ぼっくりを齧って芯だけ残した「森のエビフラ
イ」が散らばっている。
エゾリスがどこかに居るのだ。
頭上の枝の松ぼっくりの実りが不揃いになっている大きな太い木の根元に、お食事中の白いエゾ

リスを見つけて驚いた。通常のエゾリスは、お腹だけが白いものだが、このリスは、顔も、耳も、
足も背中も白く、ふさふさした毛におおわれたしっぽは、白が膨張色のためか、ひと回り大きく見
えて、リスの背の高さほどもある。
　首をかしげて、鋭い歯を松ぼっくりの鱗片の間にすべり込ませては、実をひとつずつ剝ぎ取り、
前足でしっかり掴んで、夢中になって食べている。ときにはふたつまとめて口に入れる。そして急
に思い出したように、そのひとつを、前足を使って木の根元に器用に埋めるや、そのまま幹を駆け
登る。そして、ふさふさしたしっぽで身体を覆うようにして、樹上に憩う。
　常緑針葉樹の高く太い幹と冬の間も落葉しない枝は、ただでさえ目立ってしまう白いリスにとっ
て、外敵を避けて命をつなぐ、かけがえのない環境なのである。
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1961(昭和36)年生れ

シンクロニシティのお話

函館おしま病院
福　徳　雅　章

　しばらく会っていない人のことを話していた
ら、その後偶然、その人から電話がかかって来て
びっくりした、という体験は誰にでもあるように
思います。そのような体験をした時、誰もが自分
に不思議な力があるのでは無いか？と思い込んで
しまうのではないでしょうか。シンクロニシティ
は、このような体験が決して単なる偶然では無
く、意味のある偶然の一致である、というもので
す。
　先日、長年当院に通院されていたＡさんが不慮
の事故で亡くなられました。前日に事故の記事は
目にしていましたが、朝刊でそれがＡさんである
と知った時はとても衝撃を受けました。病院に行
き、その事を職員と話していたところ、この日は
Ａさんが定期受診する日であることに気付き、さ
らに驚きました。Ａさんは新聞記事をもって何か
のサインを出して下さったのでしょうか。
　大学病院時代に病棟医長をしていた私は、ある
朝いつものように医局の壁にかけているマグネッ
トボードの入院患者の名前を眺めていました。前
日に退院したＫさんの名前が目に留まったため、
プレートに書かれたその名前を消していました
が、力を入れ過ぎたためかパキッと真っ二つに折
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れてしまいました。程なく医局に電話（内線）が
かかって来ました。Ｋさんが自宅に帰った後、夜
間に転倒して救急搬送され、大腿骨頸部骨折にて
再入院していたという知らせでした。割れたプ
レートと骨折。そのタイミングといい、冷や汗を
かいたことを覚えています。
　時にはこころが温まる体験もあります。Ｍさん
は昔バンドマンをされていた時代があり、サック
スを吹いていました。ホスピスに入院してから暇
を持て余していたＭさんに「もう一度サックスを
吹いてみたら」とスタッフが勧めたことをきっか
けに彼は古いケースからサックスを取り出し、そ
の後、一生懸命に練習されていました。格好は様
になっているものの、やはり往年の音は出せませ
んでしたが、それでも彼はとても満足気でした。
ある日曜日、Ｍさんは亡くなられ、愛用のサック
スとともに病院を後にしました。私はＭさんを送
り出した後、車で自宅へ帰りましたが、その途中
でたまたまラジオをつけたところ、いきなりサッ
クスの演奏が流れて来たため、思わず聴き入りま
した。ふとこれはＭさんのメッセージではないか
と強く感じました。
　「それは思い込みだ」と思われる方もいるかと
思いますが、私はこのような体験をする度に、患
者さんとの目に見えない繋がりと互いの引き寄せ
を感じています。臨床医を続けている限り、この
ような体験はまだまだ尽きないように思います。
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